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【事例 1】 「水は箱に勝つでぇ」 9 月 5 歳児 T 幼稚園 
T,M は空き箱を水に浮かべ、箱の行方を見守る。 
T：「やっぱあかんわ」 




















【事例 2】 「手裏剣を売る店を始めようとする」 6 月 5 歳児 M 幼稚園 
A「手裏剣屋さんしたい」保育者：「それいいね、楽しみだね」 
当初別の店を開きたいと考えていた B と二人で机を準備し、A が作った 4 個の手裏剣を机の上に並べ、
“１”もう一方（ちび手裏剣）に“100000”と書いた値札を置いた。 
A「年中組、呼んできていい？」  保育者「いいよ、でもたんぽぽ組（年中組）の先生に聞いてね」  「み
んなの分あるかなぁ・・・」 
A「何人おるか聞いてくるわ」 A：「19 人来るんやて！」 B：「えーっ！たりへんやん、4 個しかないで」 

















T「ひとりで」 Q「ラキュ-はじぶんでつくった？」 T「もらった」 
K 児は“しょんぼり”の「 気持ちカード」を手にして皆の前で話す。K「いまのきもちはしょんぼりで
す。なぜかというとおとしあな（遊び）のつづきができなかったからです。」 









































































【事例 7】 「ダンボールの家に入って遊ぶ」 7 月 1 歳児 M こども園 
ダンボールに布を張って補強した大きな家に入り、牛乳パックを組み合わせてつくった小さなベッド
に S 児が横になる。小さな布団をおなかに乗せて眠るふり。 
その様子を見た A 児も向かいのベッドで横になる。キティちゃんの人形を抱いたり、横に置いたりし
て一緒に寝ようとする。起きて人形を寝かせ「ねーんね、ねーんね」と体を揺らしてトントンする。隣
の S 児にも手を伸ばしトントンするので、S 児は「キャッキャ、キャッキャ」うれしそうに声を上げる。 
（1 週間後 A 児は T 児と同じところで遊び）ダンボールハウスの屋根にままごとの布団を 4 枚干し、









3.8.  地域の環境を活用する 









































































 取り上げた 10 事例のすべてに「場」、「もの」、「人」が関与していた。魅力的な「場」が
あること、子どもの遊びや体験を豊かにする「もの」があること、その遊びや体験を支え
る「人」・・・仲間、保育者、地域の人がいることが必要であった。 





















































Approaches to Preschool Education Based on Environmental Interactions 





In this paper, we propose a pedagogical approach for preschool educators that 
emphasizes building an environment that maximizes interactions for children. Our 
assessment is based on a series of ten concrete examples. These examples are organized 
around three themes: places, things, people. If children are allowed to play in an 
attractive place, if their experience is enhanced by exciting things and supported by 
competent people, they will have a better chance of learning and growing. Friends, 
preschool teachers, people of the community must take part in this effort to build a 
harmonious environment.  
Through an analysis of these examples, we found that an improved attitude towards 
learning, a more enjoyable playing experience, supportive parenting are among the 
seven important factors for building an appropriate environment. Finally, we showed 
that there are issues that still need to be addressed: we need to use local resources, 
increase the number of new experiences and share more information about preschool  
education to build better learning environments.     
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